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一脳性小児麻原児の知能に関する考察一

AnApproachtotheEvaluationofl､telligenceinCerebralPalsiedChildre、

１
１
１ 深津時吉

Zbhiyos/ｌｉＦｚ‘AFatsiM

)'１のrehflbi1itation分野における塩１１１１家の要求は，彼

等の能力の最上のものを見出し，引き出さなければなら

ないということである。ＷISC，ピネー法など諸種のテ

スト法はいずれも彼等には充分仁役立ち得ないものであ

る。「バイー|「イイエ」程度の簡単な解答による二，三の

ＣＰ用テストに於ても重症幼児に対しては充分な能力評

価のbatteryとはならなし(。

このような観点から，ＣＰの知的能力評価の方法につ

いて，吾々が今後目を向けなければならないのは，重症

幼ﾘUに対する方向であろう。というのは，ＣＰ児のｒｅ‐

habilitaitonの対象が重症化の傾向を示し，且つ早期治

療が，より重要であるとされているからである。

予測１１，に考えられることは，その方法が，従来の面接

場面の糸におけるような測定法では殆んど不可能に近

く，その愈味ではテスト形式の変更が当然考えられるで

あろう。

又Tli亡症ＣＰ児の知的levelを普通児に対応して考える

必要があるかどうかも検討されなければならないであろ

う。

従来，殆んどの研究者は，宵通児と比べてＣＰ児の知

能が落ちていることを報告しているが，いずれも在来の

Batteryを使っており，普、児対･象に作製されたテスト

でｃＰ児を測定し，両者を比較することが果して妥当か

どうか，この点についても検討しなければならない。

ここではこのような観点にもとずいて，ＣＰ児の知的

側面の評I11iに対して，問題の具体的な点，知的構造など

に触れ，在来テストの不合理性について，二・三の調査

をし考察を加えて柔た゜

一緒ロ

肢体不自由ﾘiLのrellabilitiltio1I問題に関しては，鹸近

ようやく各分野から取り上1千られるようになってきた．

しかしながら，それぞれの〔7'111'１〕た見地から見るとそれ

はまだ初期の段階と云える。

なかでも脆性小児麻陣（CerebralPalsy-以下ＣＰ

と略す）に対する，医学的，心刊1学的研究は娘も初歩的

段階といえよう。

一般の臨床心理学的見地にあっては，幼児・児童の心

理学的研究が，知能面，性格面或は今日では精神身体医

学的な面などからそれぞれに取り上げられて，治療の問

題に進んできている。肢体不自由児に関しても，per‐

sonalityの佃んの問題，或は知覚的な問題などを取り

あげている傾向にあり，この点では一般臨床心理学の傾

向と大差ないように思われる。しかし，ＣＰ児，ことに重

症児にl則しては，この傾向の｢１１に－つの忘れられたⅡ|]題

があるように思われる。即ち，重症ＣＰ児にとってｒｅ‐

habilitationの一つの大きな要因として知能の問題が考

えられるであろう。他の臨床分野に於て，今日知能の問

題が既に焦点からずれている感があるため，まだ最も初

歩の段階にあるＣＰの分野に於ても実際には未解決の

まま先に目を向け過ぎている様に思われる。かりに，

personalityその他の究Ⅲ]を進めるにせよ，彼等の知能

面を探ることは先づ必要な筈である。然るにＣＰ児に対

するいくつかのtestbatteryも重症幼児に対･しては除

外されている。

重度の言語障害と全身の運動障害を持つＣＰ児がテス

ト不能とされるのは或る程度止むを得ないにせよ，ＣＰ
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達輪廓である。対象の平均年令は５才２ケ月であり，横

線は理論的にみる機ｉｉ１ｉ発達輪廓である。即ち標準発達を

一応ＥＱ＝100と考える場合，ＣＡの平均５才２ケ月が

ＥＡと重なると考えるものである。

この発述''１iii廓におして．Ｗの因子は知覚，感覚の問

題であるが，この検在でＩｆＣＰの知覚，感覚を厳密に検

討する鯉のItemはなく，一応正71iな発達と考えておく。

検査でＷは０：６ヶ月で成熟するものとされ，対象児

の年令がこれ以上であるため理論値に近いものとなって

いる。ＣＰ児の知覚，感覚の点については何らかの問題

を含んでおり．知能に関連した問題としても別に考えな

くてはならないであろう。

Ｋの身体運動が２:０才の段階にとどまっていること

は運動障害をもつＣＰ児にとって当然の結果といえる。

全体のproiileとしてＫが極端に低い以外，他のfactｏｒ

は４才半前後の発達を示しており比較的標準に近いとい

える。

社会学研究科紀要２

二調査対象及び方法

対象は都立北療育園（肢体不｢1由児収容施設であり

97～98パーセソトが中等度以上のＣＰ児である）の在園

児及び外来を訪れたＣＰ児1才から１４才まで８２名につ

いてである。

次の表は対象児の年令と方法である。ｌから３の方法

は一般的なテスト場ihiと方法によって行った。但し，彼

等の多くは身体の不随意運励がありⅢ普通の椅子に腰掛

けることが困難なため，ｃｕｔtableとrelaxchairを使

用し，身体の位置保持をした。

鰯Ｉ表

対象児の年令と方法

方法平今／、数

１乳幼児精神発達検査１才～７才，３３名

鴬liil下DWLil

２
’
３
’
４

第Ⅱ表

璽・軽症の発達輪廓比較

EＱＳＤ分狐ｌＮ
璽lii:’２３４の方法については，子供の全身運動が１１１来易いよう

に,畳の部屋で行い，乳幼ﾘdhlilqll発達検査中の３項l｣を

修正し，時間制限法を|#除して試験的に行ってみたもの

である。

主に，乳幼児精|(''1発達検査法を用いたのは種為の要因

を分析的に見るという理１１１によるものである。

三結果と考察

第１図は乳幼児精神発達検査における平均ＥＱと発
第Ｉ図

ＣＰ幼児の発達輪廓

7３．８１２２．５
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第Ⅱ図
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叉，ＥＱ平均では従来の多くの報告が示してしるよう

に確かに低い脂数を示している。しかしＥＱ平均で

ＣＰ児を見ることはかなり危険なことであろう。何故な

らprofileが示すように，Ｋのfactｏｒで低い点しか得ら

れないＣＰ児にとって，他のIactorが高く出たにして

もＫ因子一つだけによるマイナスの面は相当に大きく

２：0

１：０

ＷＫＳＬＭＰ



３l1iNiｾ|かり,1M;|(郷ﾘﾑの知能にＩ)Ｉする考察

のみにした`～検討すべきｉｔｅｍはテストしで`１才児系列

とざJ1しているものから，７イリd系列とされているｉｌｅｍ

までの｢ＩＩＳのfactｏｒとなっているものを取り上げ

:た。

これに依ると５，６才児とも一般標準に近い通過状況

を示しており，６才児では標準とほぼ一致している。な

お本検査上のＳｉｔｅｍの例を２～３あげて承ると「遊戯

の規11'｣を守ることが１１Ｉ来るかどうか｣、「三つの命令の把

持｣．ｒ一般常識を必痩とする了解問迦」などである。こ

こで見られるSitemは一応社会性となっているが，社

会的生活能力というよりむしろ社会的生活上の知識の検

査と考えられるような問題内容が多く，従ってｓの通過

率が標準に近いことが，必らずしもｓの能力と考えるの

は早計であろう。

従って，このテスト上でＳの得点が高くても，全身の

障害のある重症ＣＰ児にとって実際の社会適応がよいと

は云えない。これは，普通ﾘﾂﾞﾛのテストbatteryでＣＰ

児を測定してその結果を普通児に対〔し;して考えてよいか

否かという，ｃＰ児の知的Iilllmでの雌も基本的な問題に

つながると思われる。

ⅡＩ図の５才児のｉｔｅｍ２３に示されている▲の点は特

殊場Miiに於けるテストに依る通過率を示すもので後に述

べる。

12均値としては低いものとなるであろう。このﾉ,１Aを一陣；

分f)やすくするために，ＣＰ児の１'１でもItIli史的'陸Ｉｉｉﾘ□(↓ル

１１１t、食Tl偽着脱衣などの),壜木習lfi動作がある程度'1111に

できるものと）比１１瑛的重jｉｊｄ（殆んど介Uﾉﾉを要するもの）

に分けてみると第Ⅱ図のとおりである。

ここで重軽症の別はＩ１１Ｉｉ生活能力を''二'心に，整形外科

医によって機能的に分類されたものであるが，傾向を見

るためのものであって特に厳特なものではない。

両者の輪廓はほぼ類似しているがＫの差が著しく、

知的factｏｒとなっている身体運動機能における爪軽痂

の差が発達指数にも当然大きな影禅を及ぼすことが考え

られ，先程の問題を或る綴度明らかにしている様に思わ

れる。

又理論値からの差をそれぞれみると，Ｗも予測され

るように当然の結果を示しているといえる。それぞれの

平均指数の差については統計的に有意差は見られない。

この検査法に於てＷ,Ｋは或る経度予測される当然の

結果であり，従って，Ｓ(ｉｔ会性)，Ｌ(学習)，Ｍ(材料処

理）及びＰ（精神的生産）の４factｏｒが問題になるで

あろう。

そこでこの点を更に分析的に検討するため４ｆａｃｔｏｒ

１Ｉ１，特にＳ,Ｌ,Ｐ，の３ｆａｃｔｏｒについて一般標ｉＩ１１と比較

してみた。Ｍを除いたのは本テスト上では３才で一応

完成されるとし，テストjTU1が３才までとなっているた

めである。
第１Ｖ図

Ｌの通過率（1才～７才段階）

第１Ⅱ図

Ｓの通過率（４才～７才段陪）

S・itemの冊号
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▲特殊期『inでの通jIM率
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第1Ｖ図は学習のfactorであるLitemを取り上げ

て，その通過率を分析的に調べたものである。図に於て

２８から３０までのｉｔｅｍが標準の通過率と比べて極端な

差を示している。これは一つの理由として．２８～３０の

itemは上肢のSkiⅡを伴い，全身の運動を必要とするこ

社会性Ｓのｉｔｅｍを取り上げ，その〕､過率を調べて

みると第１Ⅱ図のようである。

ここでJlXり上げた対象は人数の関係で５才児，６才児
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WlSC法によるlJrollleを示すと節VllX1のとおりであ

る。ここでは対象年令が1IMLなるが一つの１１門示を与えるも

のとして，又，このテストもいくつかのfactｏｒに分け

られているために，使用してゑた。

館ＶＩ図

ＷｌＳＣプロフィル（６才～１４才）

４５６７８９】０１１１２１３１４１５１６

４

とが多いということがあげられよう。

ここでも５才児の３０itemの▲は特殊場、iでの通過

率を示したもので後述したい。

第Ｖ図

Ｐの血過率（４才～７才段階）

Ｎ＝１２人一・舷知織

一般Ｆ１１解

脚敷'１１１１，Xi

h1似ｉ１１Ｉ剛

〕liillijllIl迦

数''111111題

絵iIhi,尼IJR

総iiIIiiIiuクリ

軟水横椛

INI介せ'lⅡ題

符）ソＮリ題

迷路'１１１題

[〕９

Ｘ)兜

－標率←------つＣＰ
▲特殊場面での通過率

第VlXlは精神的生産Ｐの通過率を調べたものである。

Ｌと同様に，傾向としては大体標準と似ているが，Ili閂|々

にはかなりの差が見られる。乳幼児精神発達検査では，

このPfactorは他のfactｏｒより，或る意味で最も精神

作用を要求されるように思われる.従って第１図でも示

される通りＣＰ児にとって，粘神作用の低さは，従来の

いくつかの報告で知能が低いとして示しているように，

この調迩に於ても或る程度桁示されるところである。

調査例数が少ないため確かなことはいえないであろう

が,以上のいくつかの結果はＣＰ児の知能特性を暗示し，

現行テストのＣＰ児に対する１１３題点を示しているように

思われる。

即ち，第１,Ⅱ図の全体のprofile及び,今示された分

析図に於て，注目すべき点は，Ｓのfactｏｒに於ては標

準に近い通過率を示しているが，Ｌ，Ｐに於ては標準と

の差がかなり見られるということである。

このﾉiAWこ閲して考えられる一つの解釈は，本検査の各

itemについて調べて承ると，Sitemには言語的理解が

あれば，ｓｉｇｎによって解答し得る問題が多く，ＢＬの

itemでは，動作表現の伴う問題が多いということであ

る。従って，ＣＰに於て，言語理解の要素を含むｉｔｅｍ

と，それがｓｉｇｎに依って解答可能なｉｔｅｍは比鮫的高

い通過率を示すのではないかと考えられる。

このことから一般的には知能が低いと言われている

ＣＰ児も，理解力の点でば普通児に近く，全体ＥＱとし

て低い点を得ているのは，この検査ではＳ以外のfactｏｒ

がかなり影響しているのではないかとの椎i1llが出来よ

う。

この点を明らかにする意味に於て，別の観点から

lＱ

盗検
作

全
荷
動

四
一
蛎
一
麺

全検査IＱ平均は８２９で，先の乳幼児精神発達検査

よりもいくらか高いが大きな差は見られない。

従来，ｃＰ児に関しては，知能測定に際して，幼児を

排除している傾向が見られた。そのため，他の肢体不日

[11児との比較は概して，ここにＷＩＳＣ法の対象とした

年令段階が多く，その範囲に於て全般的に知能が低いと

されていたようである。然るに,ここで見られるように，

その傾向としては，幼児も殆んど変りなく，逆に，幼児

を中心に行った本調査での分析的結果は，児童年令にも

何らかの示唆を与えるものと云えるであろう。

言語性ＩＱと動作性ＩＱの差が大きいのはｃＰ児の知

能榊造として当然と考えられる。この点では，指数とし

ては１１１ていないが，乳幼児精神発達検査に於ても同様の

検討がなされた。先に問題にした，理解力の点について

はこの図のprofile欄がかなり明らかに説明を加えてい

ると云えよう。nllち，動作に依って表現するfactｏｒと

なっているsub-testではかなり低い能力しか示してい

ないが，言藷而，Ｉ時に理解力，単語問題に於ては全く標

準と同じである。

然るに，もう一つの問題点となったｓｉｇｎｉｔｅｍと，

non-signitemに関して，通過率を調査してみた。

節ＶⅡ図は田中ピネー法によってその通過率を調ぺ

たものである。

ここでは，最初の乳幼児精神発達検査の分析結果と比

較する意味で，対象を５，６才児にし，Ｈ１中ピネーテス
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これを吟味する意味で，もう一つ別の試糸を行ってゑ

た。

乳幼児精神発達検査の分析図で，標準との差の大きい

項[|についてテスト場iiIi，方法をいくらか変えて通過率

を調べて染たのが，第ＩＩＬＩＶ,及びＶ図の▲の点で

ある。

テスト場面は面接室からｌｉＨｌのｐｌａｙｒｏｏｍに移してゑ

たものであり，｜川越内溶についても，いくらか変えてみ

た。

Ｓの２３では三つの命令，、Niを椅子の上におき，戸を

閉めて，机上の木を持ってくる」となっている。しかし

寝返り程度しか出来ない璽症ＣＰ児においてはこのよう

な問題ば不可能なため，「紐をドアの所へ持って行き，

立ててある人形を倒し，木に触れてくる」というように

問題を置き変えて試みた。これは，命令の理解と，順序

を正しく把持することが要求されるもので，内容の変更

はこの点に留意され，全く内容を変えたことにはならな

いであろう。

結果は第111図の▲点が示すように，かなり標準に近

い合格率を示した。

同じように学習の珈過＊について３０のitem（立方体

を模倣してⅡⅡ<）をいくらか変えて笑施して承允。ここ

では立方体の大きさを30センチ四方のものにし，手で触

れるだけに限らず，体のいずれかの部分で，指示された

順序に触れれば合格とした。

結果は第１Ｖ図の▲印が示すように，やはり一般の

方法で行ったテストの合格率よりかなり高く，標準に近

い点を示した。

又Ｐの問題についてもｉｔｅｍｌ４の染について特殊場

面で:行ってみた．本検査に於ては約３センチ四方の色積

木を指示カードに従って組合せる絵合わせ問題である。

しかし，修正して行ったものは，色積木の大きさを，動

かし易くするためにloセンチ四方のものにし，テスト場

面は前者と同様に魁の部屋にした。

結果については第Ｖ図の▲,点が示すとおり矢張り高

い合格率を示した。

これは，単なる一つの試みに過ぎず，このことから結

論的なことは云えないが，Ｃｌ，〉'Lの知能テストについて

一つの方法を示|唆している様に凪われる。l1lIち，一般的

なテスト場面で正常児対象のテストであっても，場面及

び器具の大きさ形状などをcPj11に或る樫度修正すれ

ば，従来テスト不能とされていたl1r症幼りしについてもか

なり可能になり，今まで無視さ）１１勝ちであっﾌﾟ二poteIr

tialな能力を引き出し得ると考えられる。従来の方法に

節ＶＩｌ凶

sigl1の可能ｉｔｅｍと不能ｉｔｅｍにおける通過率

ｌ]1中ビネー法（４才～７才段階）
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卜の４才児系列から７才児系列のｉｔｅｍを選んだ。そ

して，これらのｉｔｅｍの中，ｓｉｇｎでも解答可能なもの

と，不可能なものを数項１１ずつ選び，標準の合格率と比

べてゑた。これは先の乳幼児鯖}''１発達検査の分析図に於

てSfactorの優位性がｓｉｇｎでも解答できる内容の問

題が多いためであろうという推測を更に検討しようとす

るものである。

図のうち，番号の箇所に○印のついているものは

non-signitemの内容のものである。ｌ１ＩＩらｓｉｇｎだけで

は解答が出来ず，何らかの動作或は言語使用を必要とす

るものである。

結果は図で示されるように，動作や，言語的表現を必

要とするｉｔｅｍではいづれも標準から大きな差を示して

いる。

以上のことから，ＣＰ児の知能特性については，知的

側面を形成する各factｏｒの凸凹が大きく，従って，こ

のような特性をもつ知能を全体ＩＱとして評価すること

は大した意味がなく，それを以って糀薄であるという考

え方をすることは，危険であると云えよう。

又，重症幼児のＣＰに対しても，テストカ式を変える

ことによって，従来の評Iilliとはいくらか興ったものが与

えられるかも知れない。

ここで行ってきた調査結果から，比鮫的重症ＣＰ児

の知能を評||mする場合，選択ｍ(によるIBeI1tonTest

とかＣＭＭＳ(ColumbiaMentalMlturityScale）の

ような，運動機能を出来るだけ排除し'(iLiiなｓｉｇｎで

も反応し得るような方法が考えられなければならないで

あろう。しかし，これとは別に，既成のテストでも，或

る程度場面を変えることによって，枠〕１Aにはテスト不能

とざｵL無視さｵしている潜在１１りな能力をも鮫大腿に把握す

ることが出来るであろう。
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依って表出し得る雌大阪の能力を１１１１定する必要もある

が，適切なbatteryのない現在では，別に今述べたよう

な方法でもpotentialな能力を把腫することが，彼嫌の

rehabilitationに対して重要なことであろう。在来の方

法に依る場合，時Ⅱlilillll1法を排除し，作業制'’1法によっ

て行えば正答率はかなり上昇するであろう。

勿論，テストそのものが時間のfactｏｒをJlI祝して;桁

神機能を測ろうとする場合には，作業制限法は全く意味

がないにせよ,解容の正否の象が近要視されているitem

では，或る程度，このテスト法で慨j､児と比較し得ると

思われる。

ここで考えられることは，ＣＰ児自体，普通兄と同じ

程度の能力を持ち乍らⅢ身体不El111なために，要求され

た正懲が得られず，そのことにより知的能力が低いとさ

れているとしたら峰だ危険であるということである。

以上ＣＰ児の知的l('１面について二，三の分析により検

討を誠ゑたが，重症児に於ては従来の方法では検査不能

な，或は困難な面が多く，そのために全体ＩＱも低下し

ている傾向が伺われる。吾だが行った特殊場面でのテス

ト法でも不能な点は多北あるように思われる。鏑簸やク

レヨンを使用するｉｔｅｍでは，どの様な場面にliftき換え

ても恐らくテスト不能となるであろう。この様な愈味か

ら，今後の方向として，一方において，行動観察及び本

人の生活歴などをⅢテストの参考にするのでなく，それ

をitenlのに'二'に組み入れ，他方而峻j易面でのテストに

は，ｓｉｇｎに依るｉｔｅｍを入れ，dynamicに知liM1ll面を

把握する方向に進まなければならないと思う。しかしこ

れはＣＰ児全般に対する大ざっぱな方向づけであって，

燗だの細かい問題については，ＣＰのに'二'だけに於ても，

その病型別の方|句づけが検討されなければならないと考

えられている。例えば，脳皮質部分を侵されていると考

えられるspastictypeと，比較的深屑部に侮害をもつ

であろうと云われているathetoidtypeでは知l1i9活動

及び知能機造に当然差が１１｣て来るであろう。今までの多

くの研究に於ても，脂数曲にはathetoidtypeの方が

上位にあると考えられている。しかしこの問題にして

もテメトbatteryとしてどの:隙な方法で何をＩｌｊＨ用したも

のか，それに依っては，いくらか結果が異ってくるであ

ろう。ソ芝際に吾々の幼児を対象とした調査ではspastic

typeの力が極く僅かではあるが峻位に出ている。

又ＣＰ児の知能把握に関しては脳波異↑iirとのllU係も忘

れることの出来ない4】:柄であろう。

否之のかっての調査では脳波ﾂlWiiirを右するＣＰ児の力

が知能鱗造的にアソバラソスな１６【〔向にあり，注意力を欠

くという結果が見られた。

このようにＣＰ児の知能については，まだ残されたま

まになっているｍｉが多い。しかしこｵLらの'１３題及び，今

ＩＥＩ考察した諸|Ｍ１趣については・ひとり心理学的研究のみ

でなく，医学的な究明もまたなければならない。

四むすび

都立北療育園の在園及び外来のＣＰ児８２名に対して

３種類（１名に対してはｌ極頬）の知能テストと特殊場

iIiiでのテストを施し，これを分析的に眺めてみた。

知能構造については，かなりバランスのくずれたもの

が見られた。従来ＣＰ児の知能が低いと見られていた

が,これに対する検討の結果としてば，或る程度催，そ

のI1Iiさも否:定u:|来ないが，知能樅造の凸凹が大きく,一

部の要素が;極端に低いために全体指数も低いものとなり

ｃＰ児を全休ＩＱで評価するのは妥当性に欠ける。この

ﾉA<を或る程度補うためには場iiiiiや，テストの力式などを

変えるように方向づけしなければならない。

今回の調査はＣＰ児の知能が不当評価されず，股大腿

の能力を引き出しrehabilitation効果を進めようとす

るための蛾も初歩的段階の調査である。

(il:）木論文I上鯛９回肢体不'11111児医嬢研究会と館321i｢７１
応）１１心理学会に発表した《!』のを吉とビウ仁ものであ

る。
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